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満
洲
事
変
と
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争
、

一

　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
次

　
は
　
し
　
が
　
き

二
　
反
戦
・
民
主
斗
争
の
展
開

岡

本

一
　
日
本
帝
国
主
義
の
危
機
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化

三
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争
の
敗
退

宏

は
　
し
　
が
　
き

　
戦
前
の
日
本
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
嫁
ン
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
大
規
模
な
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
σ
し
か
し
満
洲
事
変
を
め
ぐ
る
反
戦
面
争
や
天
皇
制
に
反
対
す
る
斗
い
は
、
や
が
て
一
九
四
〇
年
に
近
衛
新
体
制
に
よ
っ
て
確
立
す

る
日
本
ラ
ァ
シ
ズ
ム
の
進
行
へ
の
大
き
な
抵
抗
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
意
義
は
充
分
に
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
共
に
、
こ
の

時
期
に
お
け
る
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争
が
英
雄
的
に
斗
わ
れ
た
に
▽
も
拘
転
す
敗
退
し
た
こ
と
甘
、
新
ら
し
い
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
牛
頭
を
ま
え
に

し
旋
今
日
、
数
多
く
の
歴
史
的
教
訓
を
あ
た
え
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
も
つ
て
満
洲
事
変
を
め
ぐ
る
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争

の
実
体
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

日
本
帝
国
側
屈
の
危
機
と
フ
ァ
ッ
シ
ゴ
化

説
　
一
九
二
七
年
の
金
融
恐
慌
以
来
不
況
檎
ん
で
き
表
独
占
資
本
は
・
二
九
年
七
月
沓
内
閣
を
た
て
・
そ
れ
か
ら
脱
れ
ん
と
し
た
・
即

論　
　
ち
金
解
禁
、
合
理
化
緊
縮
政
策
に
よ
り
、
一
方
で
商
品
の
単
価
を
び
き
さ
げ
海
外
市
揚
で
の
競
争
力
を
増
大
さ
せ
、
他
方
低
い
資
本
蓄
積
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を
外
資
に
よ
っ
て
補
強
し
」
植
民
地
へ
の
経
．
済
的
支
配
力
を
強
化
せ
ん
と
し
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
結
果
は
、
国
内
で
は

説論
緊
縮
財
政
に
よ
る
行
政
整
理
や
企
業
倒
産
に
も
と
す
美
業
者
が
続
出
し
、
市
揚
は
狭
め
ら
れ
物
価
下
落
の
傾
向
が
著
し
く
な
っ
て
い

　
た
。
そ
の
曲
芸
に
襲
来
し
た
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
は
日
本
資
本
主
義
に
未
曽
有
の
打
撃
を
与
え
た
。
独
占
資
本
が
意
図
し
た
輸
出

　
伸
長
の
夢
は
全
く
あ
て
が
は
す
れ
、
輸
出
総
額
は
、
一
九
二
九
年
の
ニ
ニ
億
二
干
万
円
か
ら
三
〇
年
ば
一
五
億
二
千
万
円
、
三
一
年
は
，
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
，
一
億
八
千
万
円
と
暴
落
し
た
。
内
外
業
主
の
狡
隆
化
は
恐
慌
を
深
刻
に
し
た
。
工
業
生
産
指
数
は
一
九
三
一
年
三
月
に
は
、
．
二
九
年
の
同

　
期
に
比
し
、
石
炭
、
三
三
六
か
ら
二
九
ニ
ベ
、
綿
糸
一
七
三
か
う
一
五
六
へ
、
生
糸
は
二
〇
七
か
ら
七
六
べ
と
惨
落
し
、
重
要
商
品
は
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ニ
　

　
均
三
三
六
か
ら
二
九
ニ
へ
と
低
落
し
た
。
同
時
に
卸
売
物
価
指
数
（
東
京
）
も
一
九
二
九
年
の
二
一
九
・
八
か
ら
三
〇
年
に
ば
一
八
一
へ

　
と
暴
落
し
た
。
「

　
　
ζ
の
深
刻
な
恐
慌
切
抜
の
対
内
対
策
と
し
て
、
支
配
階
級
が
と
っ
た
道
は
、
今
迄
行
っ
て
き
た
産
業
合
理
化
を
』
層
強
化
す
る
こ
と
に

　
あ
っ
た
。
’
だ
が
独
占
資
本
の
生
憧
制
限
、
首
切
ゆ
、
労
働
強
化
、
賃
下
げ
、
中
小
資
本
の
整
理
統
合
、
．
カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
の
結
成
等

　
の
諸
政
策
は
、
日
本
経
済
の
矛
盾
を
解
消
し
な
か
っ
た
の
み
か
、
さ
な
ぎ
だ
に
狡
い
国
内
市
場
を
よ
り
独
小
化
し
た
。
の
み
な
ら
す
、
労

　
働
者
に
た
い
す
る
如
上
の
合
理
化
は
、
そ
の
抵
抗
を
増
大
さ
せ
、
経
済
的
危
機
を
政
治
的
危
機
に
傾
斜
さ
せ
す
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
労

　
働
者
階
級
の
組
織
の
菰
大
と
労
働
争
議
の
数
的
増
大
及
び
そ
の
内
容
の
高
度
化
は
、
こ
れ
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
　
一
九
二
八
年
の

　
三
・
｝
五
事
件
に
は
じ
ま
っ
た
大
弾
圧
に
よ
つ
て
、
そ
の
年
は
労
働
組
合
数
年
に
組
合
員
の
増
加
は
停
滞
し
た
が
、
そ
の
後
直
ち
に
立
直

　
り
満
洲
事
変
の
始
つ
た
三
一
年
に
は
、
組
合
数
は
昭
和
初
期
の
五
〇
五
か
ら
八
一
八
と
一
・
六
倍
に
な
り
、
組
合
員
も
一
九
二
二
年
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
万
入
か
ら
三
七
万
と
十
三
・
五
倍
以
上
に
達
し
た
。
組
織
労
働
者
の
増
加
と
洪
に
労
働
争
議
も
第
一
表
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
か

　
ら
急
速
に
増
大
し
、
三
一
年
の
争
議
件
数
は
戦
前
の
最
高
を
示
し
、
そ
の
内
容
も
二
八
年
に
は
一
ケ
月
以
上
の
長
期
争
議
は
二
五
で
あ
っ

　
た
の
が
、
二
九
年
に
は
五
六
、
更
に
圭
○
年
に
は
一
一
〇
へ
と
空
前
の
数
字
を
示
レ
、
一
方
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
損
失
日
数
も
二
九
年
の

23　（1●74）　74



労働争議状呪（第一表）

難
5

響
㎜

畷．

571．860

1．085．074

980．054

618；614

384．565

397

576

907

998

893

610

626

172．144

191，838

154．528

123．313

116．733

120．307

1．021

1．420

2．290

2．456

2．217

1．897

1．915

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

論説
背
負
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（第二表）

農産物卸売

物価指数

年度1指数

93．8

75．4

57．5

70．3

84．0

1929
，

　　30

　　31

　　32

　　33．1月

深
刻
化
し
た
。
勉
主
は
立
入
禁
止
、
立
毛
差
押
え
、
小
作
入
は
共
同
耕
作
、
共
同
攻
取
り
を
も
っ
て
差
し
う
し
、
新
潟
県
王
藩
田
争
議
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

み
ら
れ
た
よ
う
な
血
で
血
を
洗
う
も
の
も
少
く
な
く
、
天
皇
制
の
物
質
的
基
礎
で
あ
っ
た
寄
生
地
主
制
を
大
き
く
ゆ
す
ぶ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

7
6
・
　
　
　
五
七
万
日
か
ら
、
三
〇
年
に
は
百
万
日
を
突
破
し
、
三
一
年
に
も
九
八
万
日
で
あ
り
、
こ
れ

課
ら
ば
猿
ま
で
の
日
本
の
労
働
界
に
み
ら
れ
長
崎
な
数
字
を
記
録
し
な
．
而
も
争
議
の
形

鯛
態
は
、
東
京
市
電
東
洋
モ
ス
塾
の
争
議
に
み
ら
れ
た
「
市
街
戦
」
と
呼
警
れ
る
ほ
ど

騰，，

ﾌ
激
し
い
も
の
が
萱
支
配
階
級
の
心
胆
を
ゆ
る
が
し
た
．

　
刊
　
　
　
　
工
業
恐
慌
は
農
業
恐
慌
と
か
ら
み
あ
っ
て
危
機
を
よ
り
深
刻
に
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
大
き

　
獅
　
ぐ
依
存
し
て
い
た
生
糸
業
へ
の
打
撃
は
、
直
ち
に
一
九
三
〇
年
の
講
親
揚
の
惨
落
を
も
た

駈
　
ら
し
養
華
を
磯
に
陥
れ
た
。
続
≦
6
年
目
豊
作
恐
慌
は
米
価
を
三
〇
年
か
ら
三
奪

　
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

　
会
　
　
　
え
と
三
三
％
暴
落
さ
せ
、
三
后
第
二
表
の
東
京
農
産
物
卸
売
物
価
指
数
（
一
四
品
目
）
が
示

　
社
）

　
原
成
　
　
す
よ
う
に
農
業
恐
慌
は
漫
性
化
し
た
。
農
民
は
こ
の
負
担
を
一
方
で
は
工
業
生
産
物
と
農
産

　
大
作

　
（
　
　
物
の
許
状
価
格
の
拡
大
に
よ
り
、
他
方
で
は
地
主
の
一
層
の
収
奪
の
強
化
に
よ
り
、
一
身
に

加
う
る
に
、
生
糸
業
の
不
況
で
、
副
業
の
養
蚕
業
が
破
壊
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
賃
織
、
糸
と
り
等
の
「
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
ノ

　
　
　
　
　
　
突
破
し
、
そ
の
内
容
は
従
来
の
小
作
料
の
減
免
、
値
上
反
対
か
ら
小
作
契
約
の
継
続
、
小

　
　
　
鷹
矧

　
　
　
　
　
　
作
権
ま
た
は
永
小
作
権
の
確
認
等
の
耕
作
権
を
め
ぐ
る
争
議
が
極
度
に
多
く
な
り
斗
争
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
七
）
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ワ

論

　
か
く
の
如
く
支
配
階
級
の
と
っ
た
恐
慌
処
理
の
対
内
政
策
は
、
危
機
を
解
消
し
な
か
っ
た
の
み
か
そ
の
矛
盾
を
よ
り
激
化
さ
せ
た
。
彼

等
の
目
は
必
然
的
に
外
に
向
つ
た
。
し
か
し
輸
出
は
前
述
の
如
く
低
落
の
一
途
を
た
ど
り
、
植
民
地
朝
鮮
、
台
湾
に
た
い
す
る
搾
取
も
そ

の
限
界
に
た
っ
し
、
朝
鮮
で
は
労
働
争
議
は
、
「
九
二
九
年
の
剛
〇
二
件
、
八
、
二
九
三
人
か
ら
三
〇
年
は
一
六
〇
件
、
一
八
、
九
七
二

　
　
　
　
　
　
だ
　

人
へ
と
増
大
し
、
台
湾
で
も
三
〇
年
一
一
月
の
台
中
州
霧
社
暴
動
を
ピ
ー
ク
と
す
る
解
放
斗
争
が
激
化
し
た
。
満
蒙
が
「
生
命
線
」
と
し

て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
あ
た
か
も
倒
際
情
勢
は
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
西
欧
諸
国
は
恐
慌
に
忙
殺
さ
れ
て
極
東
を
顧
み
る
い
と
ま

な
く
、
ソ
同
盟
は
第
一
次
五
ケ
年
計
画
の
属
内
建
設
に
全
力
を
傾
注
し
、
就
申
、
．
当
の
中
国
ば
国
共
内
戦
に
よ
る
対
立
が
最
高
潮
に
あ
っ

　
　
　
　

た
。
一
九
二
七
年
の
山
東
出
兵
当
時
と
情
勢
は
大
き
く
変
っ
て
い
た
。
こ
の
時
機
逸
す
べ
か
ら
す
と
、
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
、
軍
部

の
イ
ニ
シ
ァ
チ
ィ
ヴ
に
よ
り
、
帝
国
主
義
の
矛
盾
を
解
決
し
、
新
な
植
民
地
を
獲
得
す
る
た
め
の
満
洲
侵
略
の
砲
火
が
投
ぜ
ら
れ
る
に
い

た
っ
た
。

　
侵
略
戦
争
と
表
裏
一
体
の
関
係
で
行
わ
れ
た
政
策
は
国
内
政
治
の
フ
ァ
ッ
ジ
ョ
化
の
道
で
あ
っ
た
。
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
一
九
二

五
年
に
制
定
さ
れ
、
二
八
年
に
改
悪
さ
れ
た
治
安
維
持
法
と
弾
圧
諸
機
関
の
強
化
－
二
八
年
七
月
特
高
警
察
、
憲
兵
隊
忽
思
想
係
設

置
、
三
一
年
七
月
文
部
省
学
生
思
想
問
題
委
員
会
隔
三
二
年
六
月
警
視
庁
特
高
警
察
、
三
四
年
四
月
思
想
検
事
の
設
置
1
に
よ
る
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
㌔

運
動
、
労
農
運
動
の
圧
殺
を
決
定
的
な
武
器
と
も
て
進
め
ら
れ
た
。
満
洲
侵
略
に
伴
う
治
安
維
持
法
に
よ
る
検
挙
の
増
大
一
一
先
三
〇

年
、
六
、
　
一
二
四
人
、
三
組
年
、
　
一
〇
、
四
二
二
人
、
三
鴎
、
一
年
、
　
一
三
、
九
三
八
人
1
は
こ
れ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
同
時
に
政
党

内
部
で
も
｛
九
二
八
年
田
申
内
閣
の
内
相
鈴
木
喜
三
郎
の
議
会
中
心
主
義
否
認
の
声
明
を
は
じ
め
、
民
政
党
の
安
達
謙
蔵
に
よ
る
挙
国
一

致
内
閣
へ
の
動
き
、
民
政
党
の
富
田
幸
次
郎
と
政
友
会
の
久
原
房
之
助
の
憲
政
常
道
論
放
棄
の
策
動
、
更
に
軍
部
と
結
ん
だ
森
格
の
政
友

会
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
の
企
て
等
政
党
政
治
を
否
定
す
る
動
き
も
顕
著
と
な
っ
て
き
た
。
更
に
民
間
右
翼
及
び
青
年
将
校
の
プ
ア
ッ
シ
ョ
運
動

と
そ
の
デ
ロ
ル
は
、
一
面
に
お
い
て
支
配
階
級
内
部
の
「
遅
疑
逡
巡
」
派
に
圧
力
を
加
え
、
他
面
に
お
い
て
「
擬
似
」
革
命
者
と
し
て
民
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衆
の
不
満
を
そ
ら
し
な
が
ら
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
進
展
に
テ
コ
の
役
割
を
果
し
つ
製
あ
っ
た
。
他
方
天
皇
制
権
力
の
中
枢
で
あ
り
、
や
が

て
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
勝
利
者
と
な
る
軍
部
は
、
外
に
た
い
し
て
は
満
蒙
の
侵
略
を
、
内
に
は
国
家
改
造
計
画
に
よ
る
軍
部
独
裁
へ
の
途

を
画
策
し
つ
転
あ
っ
た
。

」
満
洲
侵
略
を
め
ぐ
る
以
上
の
諸
情
勢
は
、
日
本
の
歴
史
を
、
戦
争
か
平
和
か
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
か
民
主
々
義
か
を
決
定
づ
け
惹
重
大
な
側

面
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
手
に
は
極
め
て
重
大
な
任
務
が
課
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

（
一
）
岡
崎
次
郎
外
「
日
本
資
本
主
義
発
達
史
年
表
」
（
河
出
書
房
）
統
計
表
第
四
一
表
．

（
二
）
井
L
晴
丸
・
宇
佐
美
誠
次
郎
「
危
機
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
構
造
」
（
岩
波
書
店
）
滋
養

（
三
）
　
岡
崎
、
前
掲
書
　
統
計
表
第
三
七
表
。

（
四
）
　
全
　
　
　
　
全
書
　
　
統
計
表
笛
躍
六
一
表

（
五
）
十
四
品
目
と
は
、
玄
米
（
上
、
中
、
下
）
、
大
麦
、
裸
麦
、
小
麦
、
大
豆
、
小
豆
、
長
鶉
豆
、
青
碗
豆
、

（
六
）
　
歴
史
学
研
究
会
「
太
平
洋
戦
争
史
」
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
．
第
一
巻
九
八
頁

（
七
）
　
全
　
ヅ
一
〇
頁
、
井
上
。
宇
佐
美
　
前
掲
書
　
四
池
魚
一
四
八
頂

（
八
）
当
時
の
小
作
争
議
に
つ
い
て
は
稲
岡
進
「
日
本
農
民
運
動
史
」
（
青
木
文
庫
）
一
七
三
頁
一
一
七
六
頁

（
九
）
　
金
鐘
鳴
編
「
朝
鮮
民
主
主
義
革
命
史
」
（
五
月
書
房
）
五
〇
頁

（
一
〇
）
　
具
島
兼
三
郎
「
中
日
戦
争
と
国
際
情
勢
」
（
実
業
廿
日
本
社
）
九
二
頁
以
下
参
照

説
　
　
　
　
　
　
二
反
戦
じ
民
圭
運
．
動
の
展
開

論
　
　
満
洲
侵
略
を
阻
止
し
・
天
皇
制
の
狂
暴
化
を
く
い
・
と
め
渉
民
主
的
自
由
を
養
得
す
る
こ
と
は
・

小
麦
粉
、
澱
粉
、
甘
藷
、
馬
レ
イ
シ
ヨ

当
時
の
プ
ロ
レ
タ
」
ア
ー
ト
の
緊
急
の

23　（1●77）　77



き

説
政
治
的
任
務
で
あ
っ
た
。
前
述
の
労
農
運
動
の
．
搦
の
う
え
に
こ
の
高
度
の
政
治
繋
争
は
斗
わ
れ
た
。
就
中
、
共
産
党
、
呆
労
働
組
圏

一
合
全
国
協
議
会
、
（
全
協
）
、
反
帝
同
盟
の
斗
い
は
そ
の
忠
で
あ
っ
た
。
共
産
党
竺
九
コ
ニ
年
の
創
立
以
来
、
対
内
的
に
笑
白
蒲
拗

　
’
の
廃
止
、
民
主
的
自
由
の
獲
得
を
目
標
に
活
動
し
、
対
外
的
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
田
中
内
閣
の
山
東
出
兵
に
反
対
し
て
三
っ
て
き
一
。

た～

x
配
階
級
の
収
奮
戦
争
雲
叢
も
馨
的
に
反
対
し
て
発
共
産
党
に
は
三
二
五
・
四
．
ニ
ハ
整
の
激
し
い
弾
圧
に
よ
る
劉

　
組
織
破
壊
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
九
三
論
年
一
月
に
は
岩
田
義
道
ら
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
結
成
し
て
組
織
を
確
立
し
、
三
〇
年
六

　
月
以
来
絶
え
て
い
た
中
央
機
関
紙
「
赤
旗
」
を
再
刊
し
て
（
三
四
号
）
大
衆
の
申
に
入
り
、
来
る
べ
き
満
洲
侵
略
の
前
に
立
ち
は
だ
か
つ

　
た
。
既
に
三
月
一
六
日
の
「
赤
旗
」
三
八
号
は
、
ソ
同
盟
通
商
代
表
ア
ニ
ケ
ー
フ
の
曙
殺
未
遂
事
件
を
論
評
し
て
、
日
本
帝
国
主
義
が
ソ
同

　
盟
へ
の
戦
争
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
警
告
し
、
四
月
に
は
「
政
治
テ
ー
ゼ
草
案
」
で
新
な
世
界
戦
争
の
切
迫
を
つ
げ
、
更
に
七
月
六
日

　
に
は
「
反
戦
特
輯
号
」
を
発
行
し
、
「
八
月
一
町
　
　
国
際
反
戦
デ
ー
、
大
衆
的
政
治
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
」
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
同
盟
並
に
革
命
支

　
那
へ
の
武
力
干
渉
、
新
帝
国
生
義
戦
争
準
備
の
為
の
入
事
異
動
に
つ
い
て
」
「
日
本
帝
国
圭
義
の
戦
争
準
備
と
斗
へ
！
」
「
戦
争
の
危
険
E
　
．

　
性
の
切
迫
に
つ
い
て
」
等
々
の
玄
翁
七
の
下
に
戦
争
の
危
急
を
つ
げ
、
反
対
斗
争
に
立
上
る
よ
う
に
訴
え
た
。
な
か
で
も
「
日
本
帝
国
主

　
義
の
戦
争
準
備
と
斗
へ
！
」
F
で
は
「
日
本
帝
国
主
義
者
は
ど
こ
と
戦
争
を
始
め
る
に
し
て
も
、
真
先
き
に
満
蒙
を
占
領
す
る
と
い
う
戦
略

　
だ
」
と
し
て
、
満
洲
侵
略
を
予
告
し
、
　
コ
蔓
の
軍
備
も
出
す
な
！
」
⊃
入
の
兵
士
も
送
る
な
！
L
等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
、
げ
て
戦

　
争
反
対
を
呼
び
か
け
、
具
体
的
に
は
八
月
一
日
の
国
際
反
戦
デ
ー
、
九
月
四
日
の
国
際
青
年
デ
ー
に
、
東
京
を
Ψ
心
に
反
戦
デ
モ
を
組
織

　
し
、
侵
略
の
阻
止
に
努
め
た
。

　
　
九
月
十
八
臼
予
言
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
柳
条
下
の
鉄
道
爆
破
に
よ
っ
て
満
洲
侵
略
が
開
始
さ
れ
る
や
、
ブ
ル
ジ
ョ
」
γ
新
聞
、
軍
部
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
口
を
揃
え
て
、
こ
れ
を
「
支
那
兵
の
計
画
」
と
か
支
那
兵
の
暴
挙
に
た
い
す
る
国
家
自
衛
の
戦
で
あ
る
と
か
宣
伝
起
つ
と
め
た
の
に
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
し
、
，
全
協
で
は
二
三
日
「
労
働
新
聞
」
の
号
外
を
発
行
し
、
「
戦
傘
の
挑
発
者
は
日
本
で
あ
る
」
と
し
て
そ
の
真
実
を
伝
え
、
「
赤
旗
」



醸

論説

で
ぱ
十
月
五
日
五
五
号
に
、
　
「
中
国
略
奪
戦
争
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
同
盟
へ
の
武
力
干
渉
開
始
さ
る
！
」
の
見
出
し
で
、

　
　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
、
雑
誌
は
、
口
を
揃
え
て
今
度
の
戦
争
の
「
原
因
」
を
支
那
兵
の
「
横
暴
」
　
「
日
本
を
馬
鹿
に
し
た
態
度
」
等
々
に
見
出
し
で
い

　
る
。
そ
し
て
満
鉄
の
一
部
の
破
壊
を
以
て
「
事
変
の
原
因
」
蔑
如
あ
て
い
る
ρ
然
し
乍
ら
そ
れ
は
全
然
嘘
偽
で
あ
る
。
真
の
原
因
は
日
本
帝
国
主
義
者
が

　
当
面
し
て
い
る
危
機
を
切
抜
け
る
た
め
に
新
ら
し
い
領
土
略
奪
の
為
の
戦
争
を
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
江
あ
る
。

　
　
ブ
ル
ジ
ョ
．
ア
ジ
ー
が
戦
争
に
よ
っ
て
得
ん
と
し
て
い
る
も
の
は
、
只
に
新
ら
t
い
販
売
市
場
、
投
資
地
、
資
源
地
の
獲
得
の
み
で
は
な
い
。
満
洲
全
土

　
（
そ
れ
は
全
支
那
の
三
分
の
一
に
も
相
当
ナ
る
）
を
占
領
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
直
接
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
同
盟
へ
の
武
力
干
渉
の
戦
略
的
地
盤
と
す
る
こ
と
を

　
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　
…
…
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
こ
と
は
今
や
具
体
的
、
，
実
践
的
問
題
で
あ
る
。
何
な
置
い
て
も
先
ケ
今
度
の
戦
争
は
帝
国
主
義
戦
争
で
跡
り
、
反
ゾ
ヴ

　
ェ
ー
ト
同
盟
の
武
力
干
渉
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
の
労
働
者
の
間
に
す
ら
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
愛
国
主
義
、

　
排
外
主
義
と
斗
い
、
植
民
地
・
半
植
民
地
の
独
立
の
為
に
斗
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
直
接
的
に
は
、
吾
々
は
、
軍
隊
、
武
器
、
軍
需
品
の
輸
送
を
ス
ト

　
ラ
イ
キ
を
以
て
拒
絶
す
る
為
に
、
鉄
道
従
業
員
、
海
上
港
湾
労
働
者
の
間
で
の
活
動
を
特
に
強
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
一
切
の
軍
需
製
造
工
場
並
に
ブ
ル
ジ

　
ョ
・
ア
新
聞
工
場
内
に
組
織
を
強
化
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
行
動
を
ス
ト
ラ
イ
キ
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
y
で
打
ち
ひ
し
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
吏
に
重
要

　
な
事
は
共
産
党
事
件
被
告
及
び
革
命
的
行
動
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
て
い
る
多
く
の
同
志
達
の
即
時
無
罪
釈
放
の
為
の
大
衆
的
示
威
運
動
を
組
織
す
る
こ
と

　
で
あ
る
。

　
　
戦
争
は
始
つ
た
の
だ
！
　
共
産
寛
員
、
革
命
的
券
働
者
、
貧
農
諸
君
は
直
ち
に
　
部
署
に
つ
け
！

　
　
ブ
ル
ジ
・
ア
嚢
姦
め
る
為
の
藁
囲
王
叢
争
を
ブ
ル
ジ
・
ア
独
裁
の
打
倒
・
ζ
レ
タ
リ
ア
の
独
裁
の
樹
立
の
為
の
国
内
戦
争
に
転
化
せ
先

と
、
，
，
戦
争
の
本
質
を
暴
露
し
、
積
極
的
反
戦
活
動
の
展
開
を
要
請
し
た
。

　
侵
略
が
開
始
さ
れ
る
や
、
京
浜
地
区
の
共
産
党
員
、
全
協
労
働
者
を
中
心
と
し
て
反
戦
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
一
九
三
一
年
中
に
は
、

そ
の
直
後
の
京
浜
軍
需
工
場
地
帯
や
、
＋
月
五
、
六
両
日
の
東
京
の
数
工
場
、
、
失
業
者
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
反
戦
会
議
や
∀
ヤ
月
七
日
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，
「
渡
欧
デ
ー
」
、
十
一
月
七
日
の
ロ
シ
ア
革
命
記
念
日
の
東
京
の
一
、
五
〇
〇
名
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
的
な
反
戦
デ
モ
等
が
そ
の
主
要

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
五
）

　
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
青
森
、
和
歌
山
、
富
山
の
各
県
で
独
自
の
反
戦
集
会
や
デ
モ
、
反
戦
ビ
ラ
の
撒
布
が
行
わ
れ
た
。

論　
　
　
こ
れ
に
た
い
し
社
会
民
主
々
斎
串
党
に
つ
い
て
み
る
と
、
右
派
の
社
会
民
衆
党
は
中
央
執
行
委
員
会
が
満
蒙
問
題
は
国
家
存
亡
を
賭
す

　
　
べ
ぎ
重
大
な
問
題
で
、
漫
然
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
権
益
の
擁
護
に
終
始
は
せ
ぬ
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
権
益
な
る
が
故
を
も
つ
て
無
条
件
に
放
棄
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
べ
き
と
い
う
が
如
き
空
想
的
な
国
際
圭
義
的
態
度
」
も
断
じ
て
と
ら
な
い
と
声
明
し
、
一
一
月
ニ
ニ
日
の
中
央
委
員
会
で
は
、
戦
争
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

　
因
を
日
本
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
外
交
の
責
に
す
る
と
共
に
、
中
国
の
排
日
行
為
に
求
め
喧
嘩
両
成
敗
の
判
断
を
下
し
た
。
中
諸
派
の
全
国
労
農

　
大
衆
党
で
愉
九
月
二
八
日
に
対
支
出
兵
反
対
委
員
会
を
組
織
し
、
一
見
反
戦
運
動
の
推
進
者
の
如
き
体
を
示
し
た
が
v
斗
争
方
針
書
を
作

　
成
し
て
も
弾
圧
が
激
し
い
と
し
て
発
表
を
避
け
、
一
二
月
の
党
大
会
で
は
、
当
面
の
運
動
方
針
の
中
で
満
蒙
問
題
が
志
ん
ど
取
扱
わ
れ
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
く
ま
で
も
合
法
性
の
枠
内
で
活
動
し

　
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
番
最
後
に
「
帝
国
主
義
戦
争
に
反
対
す
る
斗
争
」
を
付
し
た
に
と
冥
ま
っ
た
。

　
よ
う
と
し
た
社
会
民
主
主
義
者
は
、
や
が
て
名
実
と
も
に
戦
争
賛
美
者
と
な
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
　
帝
国
主
義
者
は
四
ケ
月
で
一
挙
に
全
満
洲
を
占
領
し
、
更
に
そ
の
聞
翌
三
二
年
一
月
上
海
に
戦
火
を
拡
げ
た
ゆ
だ
が
こ
れ
は
中
国
人
民

　
の
抵
抗
と
列
国
の
反
対
に
あ
っ
て
目
的
を
果
さ
な
か
っ
た
。
上
海
停
戦
、
満
洲
独
立
に
よ
り
全
面
的
武
力
侵
攻
の
矛
は
収
め
た
が
、
軍
事

　
費
は
一
九
三
二
年
に
は
六
億
八
千
六
百
余
万
円
と
三
一
年
に
比
し
、
二
億
三
千
余
万
円
増
加
し
、
戦
時
体
制
へ
の
道
を
ふ
み
固
め
て
新
ら

　
し
い
進
撃
を
準
備
し
て
い
．
た
。
か
エ
る
情
勢
に
当
り
、
反
戦
斗
争
は
よ
か
組
織
的
に
進
み
つ
、
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
一
九
三
二
年
半
ば
に

　
共
産
党
で
な
活
期
的
な
三
二
年
テ
ー
ゼ
が
出
さ
れ
、
－
党
と
大
衆
の
結
合
、
日
常
斗
争
を
反
戦
二
三
に
迄
高
め
る
こ
と
が
徹
底
的
に
強
調
さ

　
れ
て
か
ら
共
産
党
は
そ
の
線
に
副
っ
て
細
胞
、
工
場
委
員
会
、
工
揚
代
表
者
会
議
の
組
織
化
に
努
力
を
続
け
、
そ
れ
に
基
礎
を
お
く
反
戦

　
斗
争
を
行
っ
た
。
特
に
］
九
三
二
年
八
月
一
日
の
国
際
反
戦
デ
ー
に
は
最
高
の
努
力
が
傾
け
ら
れ
た
。
共
産
党
は
当
時
の
情
勢
を
戦
争
は

　
申
毒
し
た
の
で
は
な
く
、
国
内
及
び
満
洲
に
お
け
る
武
力
弾
圧
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。
そ
こ
で
党
は
従
来
の
自
然
発
生
的
な
斗
い
か
ら

23　（1080）80



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

　
の
立
遅
れ
を
克
服
し
、
戦
争
反
対
の
断
乎
売
る
斗
争
に
大
衆
を
動
員
し
て
、
武
力
干
渉
を
革
命
的
に
阻
止
す
べ
き
だ
と
主
張
し
、
既
に
六
月

　
半
ば
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
こ
の
活
動
を
三
．
一
五
、
四
・
一
六
公
判
斗
争
、
党
＋
周
年
記
念
の
運
動
或
は
、
東
京
の
京
橋
、
月
島
、
日

　
暮
里
等
に
起
つ
た
飯
米
獲
得
運
動
や
日
糖
の
首
切
反
対
熟
議
等
の
日
常
論
争
と
結
び
つ
け
て
行
り
た
。
当
日
は
官
憲
の
著
る
し
い
警
戒
の

　
網
を
く
ぐ
っ
て
東
京
銀
座
を
は
じ
め
、
大
阪
、
京
都
、
横
浜
、
秋
田
、
新
潟
、
宮
城
、
山
梨
、
三
重
、
群
馬
、
鳥
取
、
福
言
論
で
各
種
の
仮
戦

　
斗
争
が
展
開
さ
れ
た
。
き
び
し
い
弾
圧
の
～
た
め
、
大
衆
動
賃
や
デ
モ
の
組
織
に
難
点
が
あ
っ
た
と
い
え
、
そ
れ
に
至
る
活
動
が
日
常
斗
争

　
ま
結
び
つ
き
大
衆
的
に
な
っ
た
こ
乏
は
、
を
の
後
従
来
余
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
軍
需
工
揚
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
澄
に
な
り
、
亦
飛
行
場
設
置
反
対
運
動
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
な
ど
と
照
し
合
せ
て
大
き
な
意
義
を
有
し
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ち
な
い
。

　
　
　
一
九
三
二
年
か
ら
三
三
年
に
か
け
て
軍
事
費
は
更
に
二
億
円
近
く
増
大
し
、
小
倉
の
陸
軍
工
廠
の
拡
張
を
は
じ
め
、
大
阪
、
名
古
屋
、

　
呉
、
横
須
賀
の
工
廠
が
書
蹟
さ
れ
、
軍
事
経
済
べ
の
転
換
恭
積
極
的
に
な
っ
て
い
た
時
に
、
海
軍
御
用
工
揚
藤
田
造
船
（
三
二
年
一
一
月
）

　
東
京
の
畠
中
鋳
物
（
同
年
一
二
月
）
仙
台
飛
行
場
、
下
田
ド
ッ
ク
、
横
浜
ド
ッ
ク
（
三
三
年
一
月
）
、
名
古
屋
陸
軍
工
廠
ρ
石
川
島
飛
行

　
機
、
石
川
島
造
船
（
二
月
）
神
戸
三
菱
造
船
（
三
月
）
大
森
堤
方
製
作
所
（
六
月
）
・
大
阪
鉄
工
所
（
八
月
）
名
古
屋
三
菱
航
空
機
（
九

　
月
）
等
々
に
お
け
る
サ
ボ
、
ス
ト
は
注
目
す
べ
き
活
動
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
経
済
斗
争
と
結
び
つ
い
て
二
月
工
日
の
建
国
祭
、
三

　
月
五
日
の
失
業
反
対
デ
1
、
三
月
十
日
陸
車
記
念
日
、
五
月
二
日
メ
ー
デ
ー
、
　
八
月
二
日
国
際
反
戦
デ
ー
、
九
月
二
八
日
満
洲
侵
略
の

　
日
、
一
一
月
七
日
ロ
シ
ア
革
命
記
念
日
な
ど
の
メ
モ
リ
ア
ル
・
デ
ー
に
は
、
各
地
で
組
織
的
な
反
戦
斗
争
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
運
動
は
一

　
九
三
二
年
か
ら
三
三
年
に
か
け
て
上
向
線
を
た
ど
り
つ
つ
あ
っ
た
つ

　
　
都
市
と
並
ん
で
軍
隊
に
お
い
て
も
活
動
が
行
わ
れ
た
。
共
産
党
で
は
満
洲
侵
略
が
始
ま
る
と
特
に
軍
隊
内
の
活
動
を
重
視
し
、
一
一
月

説　
　
に
は
軍
事
部
を
設
置
し
、
翌
一
九
三
二
年
二
月
に
は
海
軍
水
兵
に
た
い
す
る
宣
伝
誌
「
高
い
マ
ス
ト
」
を
、
同
年
九
月
に
は
兵
士
用
機
関

諭
紙
「
兵
士
の
友
」
庖
発
刊
し
軍
隊
内
え
の
侵
透
を
強
化
し
た
・
そ
の
活
動
と
覆
っ
て
・
窮
に
お
け
る
赤
虫
兵
笙
聯
隊
・
高
峻
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㍉
論説

富
山
の
各
聯
隊
に
お
け
る
命
令
拒
否
、
士
官
襲
撃
、
戦
艦
陸
奥
、
長
門
、
佐
倉
、
高
知
、
弘
前
の
各
聯
隊
に
お
け
る
赤
色
グ
ル
ー
プ
の
活

動
、
検
挙
を
は
じ
め
、
・
戦
線
で
は
上
海
事
変
当
時
革
命
的
兵
士
委
員
会
の
指
導
に
も
と
つ
く
中
国
兵
士
へ
の
進
軍
拒
否
、
戦
斗
棄
否
に
よ

る
二
百
名
、
，
三
百
名
の
集
団
送
還
、
　
嘉
名
に
達
す
る
集
団
銃
殺
、
　
「
U
九
三
三
年
一
月
満
洲
里
に
お
い
て
姫
路
第
＋
師
団
某
中
隊
兵
士
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
　

百
名
が
帰
還
問
題
を
め
ぐ
り
て
師
団
司
令
部
と
戦
期
し
た
こ
と
な
ど
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ
の
外
軍
隊
に
は
隠
さ
れ
た
事
実
が
多
く
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
反
戦
斗
争
さ
不
可
分
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が
天
皇
制
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
、
チ
ロ
ル
支
配
に
た
い
す
る
斗
争
で
あ
る
。
先
述
し
た

よ
う
に
治
安
維
持
法
を
中
心
と
す
る
革
命
運
動
、
労
農
運
動
の
弾
圧
は
戦
争
政
策
を
押
し
す
瓦
め
る
た
め
の
一
切
の
反
政
府
、
反
天
皇
制

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
運
動
の
抑
圧
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
共
産
党
は
こ
の
関
係
を
正
し
く
指
摘
し
、
反
戦
斗
争
を
経
済
的
、
政
治
的
奴
隷
化

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
バ
ニ
　

に
反
対
す
る
斗
争
に
結
び
つ
け
帝
国
主
義
戦
争
を
内
乱
に
転
化
し
、
天
皇
制
権
力
を
打
倒
す
べ
き
だ
と
し
た
。
天
皇
制
の
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化

に
た
い
す
る
斗
い
の
中
で
、
三
・
一
五
、
，
四
。
一
六
公
封
斗
争
、
岩
田
義
道
、
小
林
多
喜
二
の
労
農
葬
を
め
ぐ
る
斎
い
は
、
治
安
維
持
法

撒
廃
の
要
求
を
申
心
と
し
た
当
時
の
最
も
高
度
の
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
二
年
七
月
五
日
三
。
一
五
、
四
・
一
六
〇
被
告
一
九
七
名
に
死
刑
一
、
無
期
三
、
そ
の
他
通
刑
一
、
〇
二
二
年
の
求
刑
が
行
わ

れ
る
や
、
被
告
は
勿
論
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
こ
れ
に
た
い
し
積
極
的
に
風
対
し
た
。
七
月
一
九
日
公
算
批
判
演
説
会
に
千
名
が
結
集

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
「
赤
旗
」
に
報
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
八
月
二
九
日
号
に
い
た
る
ま
で
、
・
全
協
は
じ
め
七
〇
以
上
の
団
体
が
こ

の
求
刑
に
た
い
し
抗
議
を
送
っ
た
。
尚
＋
、
月
二
九
日
の
判
決
、
三
〇
日
の
岩
田
義
道
の
虐
殺
に
た
い
す
る
抗
議
も
含
め
れ
ば
、
そ
の
団
体
は

百
以
上
に
及
ぶ
と
思
わ
れ
る
・
国
際
的
に
も
七
月
九
日
ド
イ
ツ
で
三
千
の
大
衆
が
抗
議
デ
モ
を
行
に
遇
ま
た
八
月
末
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ま
　

三
千
万
人
を
代
表
し
て
開
ら
か
れ
た
国
際
反
戦
大
会
で
片
山
潜
の
提
唱
に
よ
っ
て
抗
議
が
送
ら
れ
る
な
ど
し
た
。
内
外
の
抗
議
は
、
＋
月

二
九
日
の
判
決
を
し
て
三
田
村
四
郎
の
死
刑
を
却
下
さ
せ
、
通
刑
を
七
七
七
℃
五
年
に
滅
刑
せ
し
め
た
。
し
か
し
天
皇
制
政
府
は
．
一
方
に
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へ

お
い
て
若
干
の
譲
歩
を
す
る
ど
同
時
に
、
翌
三
〇
日
以
降
岩
田
義
道
を
逮
捕
虐
殺
し
、
三
府
九
県
に
わ
た
っ
て
一
、
五
〇
四
名
の
検
挙
を

行
い
」
こ
製
に
政
治
斗
争
は
血
な
ま
ぐ
さ
い
攻
防
戦
が
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
　
　
・
、

　
当
時
の
斗
争
の
激
化
と
共
産
党
の
大
衆
へ
の
侵
透
は
、
時
の
内
相
山
本
達
雄
が
「
闇
断
な
き
大
衆
的
逮
捕
に
も
拘
ら
す
共
産
主
義
運
動

が
益
々
広
汎
に
脅
威
的
に
な
り
つ
、
あ
る
。
」
と
告
白
し
、
更
に
陸
軍
大
臣
荒
木
貞
夫
が
「
日
本
の
・
現
下
の
情
勢
を
解
決
す
る
た
め
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

策
は
危
険
思
想
（
共
産
主
義
）
を
解
決
す
る
に
在
る
。
」
と
警
告
す
る
に
い
た
っ
た
程
で
あ
っ
た
。

　
（
一
）
市
川
正
一
「
旧
本
共
産
党
斗
争
小
史
」
（
希
望
閣
版
）
参
照

．
（
コ
）
　
一
九
三
一
’
年
九
月
一
九
日
東
京
朝
日
新
聞
号
外

　
（
三
）
・
渡
部
徹
「
日
本
労
働
組
合
運
動
史
」
（
青
木
書
店
）
六
八
頁
、
一
ご
一
＝
頁

　
（
四
）
周
知
の
よ
う
に
三
一
年
政
治
テ
ー
ゼ
草
案
は
当
時
の
権
力
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
と
規
定
し
、
革
命
の
形
態
を
プ
η
〃
タ
リ
ァ
革
命
と
し
た
。
後
に

　
　
　
こ
れ
は
三
二
年
テ
T
ゼ
で
批
判
さ
れ
た
。

　
　
　
（
五
）
　
「
日
本
の
情
勢
と
月
本
共
産
党
の
任
務
」

　
　
　
（
由
ハ
）
　
山
人
原
社
会
闇
羅
題
研
究
所
「
日
由
A
必
刀
一
轍
讐
十
鑑
」
（
昭
和
レ
照
年
版
）
四
七
五
…
四
七
山
ハ
冒
ハ

　
　
　
（
七
）
　
　
全
　
　
　
四
七
八
頁

　
　
　
（
八
）
　
　
　
全
　
　
　
　
四
九
六
レ
四
九
八
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
（
九
）
　
「
赤
旗
し
第
八
二
号
（
一
九
三
二
、
七
、
五
）
の
論
説
、
六
月
二
五
日
、
七
月
一
五
日
の
中
央
委
員
会
の
ア
ッ
ピ
ー
ル

　
　
　
（
一
〇
）
　
三
一
吋
堅
塁
且
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
富
山
市
外
新
川
郡
草
島
村
、
仙
台
市
外
六
郷
、
、
高
郷
両
村
、
青
森
市
外
の
油
川
町
等
で
飛
行
場
設
置
反

　
　
　
　
　
対
運
動
お
こ
る
。

説　
　
　
（
一
一
）
　
「
国
際
反
戦
デ
ー
八
月
一
日
の
教
訓
」
（
「
赤
旗
」
第
九
〇
号
三
二
、
八
、
一
五
）

論　
　
　
（
二
一
）
「
赤
旗
」
第
；
δ
号
（
一
九
三
三
、
四
、
六
）
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5

　
　
　
（
二
二
）

説　
　
　
（
一
四
）

論　
　
　
（
一
五
）

　
　
　
（
エ
ハ
）

三
二
年
テ
若
ゼ
外
，
．

・
「
赤
旗
」
旨
第
扁
〇
九
号
（
一
九
三
ご
、
二
一
、
五
）

片
山
潜
「
コ
ミ
ン
テ
ル
y
執
行
委
員
会
第
二
一
回
総
会
に
お
け
る
演
説
」
（
国
民
文
庫
「
反
戦
平
和
の
た
め
に
」

「
赤
旗
」
第
一
，
五
二
号
（
一
九
三
三
、
八
、
一
一
）

戸
O
】
頁
）

’
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三
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争
の
敗
退

　
荒
木
の
言
に
も
み
ら
れ
た
如
く
岩
田
義
道
の
虐
殺
以
来
天
皇
制
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
チ
ロ
ル
は
急
速
化
し
た
。
　
と
ゆ
わ
け
共
産
党
、
全

協
、
共
産
青
年
同
盟
に
た
い
す
る
狂
暴
な
行
動
は
数
え
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
同
時
に
内
部
か
ら
す
る
組
織
破
壊
も
続
け
ら

れ
た
。
共
産
党
、
金
協
の
指
導
部
に
ス
パ
イ
（
松
原
、
松
村
、
小
畑
、
大
泉
な
ど
）
を
送
り
こ
み
、
挑
発
、
検
挙
を
策
動
し
、
更
に
当
時

の
最
高
指
導
者
佐
野
学
、
鍋
山
貞
親
、
三
田
村
四
郎
等
を
転
向
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
脱
落
者
を
続
出
さ
せ
、
内
外
か
ら
革
命
組
織
の
破
壊

に
努
め
た
。
か
く
て
漸
次
大
衆
に
影
響
力
を
拡
大
し
つ
、
あ
っ
た
共
産
党
も
一
九
三
三
年
末
ご
ろ
か
ら
次
第
に
力
を
減
じ
て
い
っ
た
。
一

六
〇
号
（
三
三
年
九
月
二
六
日
）
ま
で
活
版
刷
五
日
刊
を
守
っ
て
き
た
赤
旗
も
一
六
六
号
（
三
四
年
一
月
十
日
）
か
ら
週
刊
ガ
リ
刷
り
と

な
り
、
一
八
○
号
（
六
丹
二
〇
日
）
よ
り
一
八
一
号
（
＋
月
三
日
）
ま
で
約
ニ
ケ
月
半
申
断
し
馬
や
が
て
月
二
回
刊
と
な
り
遂
に
三
五
年

二
月
二
〇
日
，
一
八
七
号
以
後
姿
を
消
し
、
翌
三
月
四
日
袴
田
里
見
の
雨
着
を
機
に
組
織
飼
影
響
由
は
失
わ
れ
、
そ
の
後
の
日
本
は
内
に
矛

盾
を
累
積
し
な
が
ら
も
二
。
二
六
事
件
を
経
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
申
国
の
全
面
的
侵
略
の
道
を
一
路
導
直
し
た
の
で
あ
る
。

　
共
産
党
を
中
心
と
す
る
労
農
兵
士
の
積
極
的
行
動
に
も
拘
ら
ず
日
本
の
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争
は
何
故
敗
退
も
た
の
で
あ
ろ
う
か
7
ヂ
ィ

・
隈
ト
ロ
フ
は
共
産
党
貴
お
よ
び
共
産
青
年
同
盟
員
の
勇
気
と
英
雄
報
命
と
犠
牲
に
尊
敬
σ
念
を
は
ら
い
つ
Σ
野
、
英
雄
主
義
だ
け
で
は
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

充
分
で
あ
る
と
し
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
勝
利
を
阻
止
し
う
る
か
否
か
は
、
ま
つ
第
一
に
、
労
働
者
階
級
の
諸
勢
力
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
攻
勢



O　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
を
は
ね
か
え
す
と
ζ
ろ
の
単
一
の
戦
斗
部
隊
に
結
合
さ
れ
る
か
ど
ケ
か
、
第
二
に
、
労
働
者
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
斗
争
を
正
し
ぐ
指
導
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
革
命
政
党
が
あ
る
か
ど
う
か
悔
第
芭
に
、
労
働
者
階
級
に
よ
っ
て
、
農
民
お
よ
び
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
へ
の
正
し
い
政
策
が
実
施
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

　
か
ど
ケ
か
、
第
四
に
、
．
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
警
戒
を
お
こ
海
ら
す
、
適
当
な
時
期
に
す
ば
や
く
行
動
す
る
か
ど
う
か
、
に
か
、

つ
て
い
る
遵
え
て
い
曳
こ
砦
の
占
だ
照
ら
し
て
当
時
の
某
ρ
反
プ
ア
ッ
シ
・
斗
争
を
顧
み
て
み
よ
う
。

　
　
第
、
一
に
反
プ
ア
ッ
弘
ヨ
面
争
0
最
大
の
条
件
で
あ
喝
労
働
者
階
級
の
統
一
に
関
し
て
い
え
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
当
時
組
織
労
働
者
の

数
は
急
速
に
増
大
し
て
い
涯
も
拘
ら
す
、
こ
れ
を
全
労
働
者
の
比
率
に
す
れ
ば
、
一
九
二
九
年
六
．
八
％
、
三
〇
年
賦
噂
五
％
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
　

　
団
七
・
九
％
、
三
二
年
七
・
八
％
と
そ
の
一
制
に
も
満
た
ず
」
他
の
労
働
者
は
全
く
ブ
ル
ジ
ョ
ア
排
外
主
義
や
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

　
影
響
下
に
あ
っ
咤
面
も
組
織
労
働
者
も
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
決
す
る
単
一
の
部
隊
に
組
合
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
日
本
の
労
働

　
戦
線
は
大
正
末
期
の
総
同
盟
雰
裂
以
後
離
合
集
散
を
続
け
、
満
洲
事
変
当
時
は
、
と
き
の
大
組
合
で
あ
っ
島
本
労
働
総
同
盟
、
全
国

　
労
働
組
合
同
県
、
海
軍
労
働
組
合
連
盟
、
官
業
労
働
同
盟
、
日
本
交
通
労
働
総
聯
盟
等
は
先
述
の
社
会
民
衆
党
、
全
国
労
大
町
乃
至
は
、
一

　
九
三
二
年
両
者
が
合
体
し
た
社
会
大
衆
党
の
戦
争
支
持
亦
は
消
極
的
反
対
の
影
響
下
に
あ
り
、
日
本
労
働
同
盟
（
一
万
四
千
）
全
日
本
一
般

　
産
業
労
働
組
合
等
は
、
濡
洲
侵
略
開
始
と
共
に
社
会
民
衆
党
か
ら
分
裂
し
た
社
会
フ
ァ
シ
ス
ト
赤
松
克
磨
の
日
本
函
家
社
会
党
の
影
響
下

　
に
あ
っ
た
。
同
じ
社
会
排
外
主
義
者
下
中
弥
三
郎
の
新
日
本
国
民
同
盟
の
傘
下
に
は
、
、
日
本
労
働
組
合
総
聯
盟
（
二
万
五
千
）
中
央
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ラ

　
組
合
同
盟
（
一
万
四
千
）
が
定
着
さ
れ
て
い
た
ゆ
そ
れ
に
び
き
か
え
共
産
党
の
指
導
下
に
あ
っ
た
全
協
は
約
三
千
名
の
組
合
員
を
擁
す
る

　
　
に
す
ぎ
ず
、
い
か
に
積
極
的
に
抗
争
し
て
も
、
そ
れ
は
大
衆
か
ら
孤
立
し
た
小
集
団
の
革
命
的
行
動
に
な
瀕
が
ち
で
あ
り
、
弾
弓
を
容
易

　
　
に
し
・
そ
れ
だ
け
で
は
天
皇
尉
の
ツ
ア
ッ
シ
ョ
化
と
戦
争
政
策
に
う
ち
勝
づ
力
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
労
働
戦
線
の
分
裂
は
そ
れ
自
体

説
大
き
な
問
題
で
あ
わ
、
こ
、
で
簡
単
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
社
会
民
主
々
義
者
の
左
翼
追
出
し
に
よ
る
分
裂
政
策
は
さ
る
こ
と

論
な
が
ら
・
霧
の
赤
色
労
働
組
合
義
は
統
一
戦
線
を
標
榜
し
な
が
ら
も
・
労
働
組
ム
q
を
「
共
監
置
学
校
た
る
赤
色
労
働
組
合
」
．
と
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、
「
資
本
圭
義
0
学
校
で
あ
る
改
良
主
義
組
合
」
に
分
け
、
、
後
者
は
破
壊
す
る
以
外
に
使
い
道
が
な
い
ど
す
る
理
論
と
行
動
は
、
噛
逆
に
全
協

説　
を
孤
立
さ
せ
労
働
戦
線
を
弱
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
・
た
。

論　
　
第
二
に
、
、
革
命
政
党
た
る
共
産
党
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
烈
し
い
弾
圧
や
ス
パ
イ
、
佐
野
、
鍋
山
に
よ
る
内
外
か
ち
す
る
破
壊
に
つ

　
　
い
て
は
前
述
し
た
の
で
改
め
て
述
べ
な
い
が
、
三
二
年
テ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
革
命
が
正
し
い
戦
略
の
軌
道
に
の
る
ま
で
は
、
一
九
三
〇
年
の

　
武
装
メ
ー
デ
乏
端
的
に
あ
ら
わ
れ
た
極
左
偏
向
や
、
三
葬
政
治
テ
」
ぜ
草
案
に
書
て
戦
略
規
定
の
誤
謬
を
詣
か
し
た
り
し
た
。
三

　
二
年
テ
ー
、
ぜ
に
よ
っ
て
革
命
の
正
し
い
戦
略
が
打
出
さ
れ
大
衆
え
の
影
響
力
が
増
大
し
つ
エ
あ
っ
た
時
に
も
、
統
一
戦
線
戦
術
に
づ
い
て

　
は
充
分
に
習
熟
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。
労
働
者
階
級
の
統
〕
に
つ
い
て
は
全
協
の
左
翼
偏
向
に
み
た
如
く
で
あ
り
、
更
に

　
　
一
．
九
三
三
年
五
月
滝
川
事
件
が
起
り
内
国
際
的
に
は
ナ
チ
ス
が
政
権
を
と
り
、
内
外
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
が
進
展
す
る
や
↓
六
月
十
日
関
東

　
労
働
組
合
会
議
の
提
唱
で
合
法
労
組
、
農
民
組
合
、
文
化
団
体
が
「
反
ナ
チ
ス
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
粉
砕
同
盟
」
を
結
成
し
た
の
を
は
じ
め
、

　
大
阪
で
は
七
月
「
暴
圧
反
対
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
粉
砕
同
盟
」
、
京
都
に
は
八
月
「
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
自
由
同
盟
」
が
組
織
さ
れ
、
他
方
学
問
の

　
自
由
擁
護
の
た
め
に
三
木
清
、
谷
川
撒
三
、
菊
池
寛
等
が
七
月
東
京
で
「
学
芸
自
由
同
盟
」
を
結
成
す
る
な
ど
合
法
的
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗

　
争
の
母
体
と
も
な
る
べ
き
も
の
が
次
々
に
生
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
統
一
的
に
組
織
し
、
広
般
な
反
戦
・
反
フ
ァ
ッ
．
シ
ョ
の
統
一
（
一
九
三

　
・
五
年
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
各
国
の
経
験
を
摂
取
し
て
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
人
民
戦
線
戦
術
を
採
用
し
た
）
へ
の
指
導
及
び
努
力
が
な
さ
れ
な

　
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
患
ば
れ
碗
相
次
ぐ
弾
圧
に
よ
っ
て
一
千
名
を
叢
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
共
産
党
晦
そ
の
後
一
九
三
六

年
に
岡
野
・
山
本
が
三
五
年
の
食
戦
線
戦
術
を
採
用
し
て
・
革
命
を
正
し
い
戦
術
集
せ
よ
う
と
し
た
霜
露
・
こ
れ
を
適
用
す
る
だ

　
け
の
主
体
的
力
を
失
っ
て
い
た
。

　
　
第
三
に
・
餐
・
都
京
ブ
ル
ジ
ョ
「
ア
災
い
す
る
労
働
者
の
指
導
ば
ど
う
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
う
ち
選
一
恐
臨
よ
つ
て
餐
織

　
度
に
貧
困
化
し
、
小
作
争
議
は
三
一
年
以
来
急
カ
ー
ヴ
を
描
い
て
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
争
議
は
漸
次
小
規
模
に
な
り
、
且
小
作
争
議
が
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よ
り
高
度
の
反
戦
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
，
斗
争
に
迄
高
め
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ミ
ト
・
フ
は
労
働
者
階
級
の
「
戦
斗
的
統
一
を

　
樹
立
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
農
民
、
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
青
年
お
よ
び
イ
ン
テ
リ
・
ゲ
ン
チ
ャ
に
及
ぼ
す

　
　
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
影
響
を
麻
痺
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
し
、
一
部
分
は
中
立
化
せ
し
め
、
，
別
の
部
分
は
獲
得
す
る
と
い
う
ふ
う
に
進
む
こ
と
が
、

　
で
き
る
で
あ
ろ
餐
」
乏
し
て
い
る
・
し
か
し
い
ま
み
た
よ
う
に
プ
・
レ
タ
リ
7
ト
の
統
一
は
達
成
さ
れ
す
・
養
戦
線
も
そ
れ
に
照

　
翻
し
て
分
裂
し
て
，
い
悔
。
一
九
三
一
年
全
日
本
農
民
組
合
と
日
本
農
民
組
合
総
同
盟
が
合
同
し
て
発
足
し
た
日
本
農
民
組
合
は
、
社
会
民

　
衆
党
支
持
の
も
と
に
相
当
の
組
織
を
も
つ
て
い
た
が
、
農
民
斗
争
の
組
織
的
展
開
を
行
わ
な
い
う
ち
に
、
社
会
民
衆
党
か
ら
赤
松
派
が
分

　
離
し
た
の
に
応
じ
て
、
再
び
日
本
農
民
組
合
総
同
盟
と
日
本
農
民
組
合
に
分
裂
し
後
者
は
皇
道
会
の
支
持
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
他
方

　
左
翼
の
全
国
農
民
組
合
は
、
一
九
三
一
年
の
第
四
回
大
会
、
翌
年
の
第
五
回
大
会
で
右
翼
幹
部
は
官
憲
と
結
託
し
て
左
派
を
追
出
し
、
形
，

　
式
的
に
は
一
道
三
論
四
一
県
に
組
織
を
は
っ
た
に
も
拘
ら
す
、
．
斗
争
の
組
織
化
を
お
こ
た
り
、
自
生
的
雲
斎
の
発
展
を
夫
勢
す
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
し
ば
も
ば
だ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
事
実
上
分
裂
し
た
左
派
の
全
国
会
議
派
は
、
弾
圧
に
よ
り
多
く
の
検
挙
者
を
だ
し
内
部
陣
営
の
整
備

　
に
多
く
の
九
を
そ
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て
組
織
の
分
裂
と
抗
争
は
農
民
大
衆
え
の
組
織
に
た
い
す
る
信
頼
を
失
わ
せ
、
そ
の
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
を

　
窮
化
は
反
財
閥
の
デ
マ
ゴ
．
審
1
．
の
も
と
に
フ
ワ
シ
ズ
ム
と
侵
略
戦
争
に
か
り
た
て
る
地
盤
た
ら
し
め
た
。

　
　
第
四
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
ト
の
警
戒
心
に
つ
い
て
は
、
弾
圧
と
検
挙
に
抗
し
得
な
か
っ
た
事
実
が
そ
の
回
答
を
あ
た
え
て
い
る
と
考
え

　
　
る
ゆ
　
　
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
以
上
⑳
よ
う
に
満
洲
事
変
を
め
ぐ
る
仮
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争
は
、
虜
イ
ミ
ト
ロ
フ
が
指
摘
し
た
四
つ
の
条
件
を
何
れ
も
充
分
に
み
た
し
え
　
8
7

　
す
敗
退
し
た
が
、
そ
の
抵
抗
の
歴
史
は
…
幾
分
で
も
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
成
立
を
お
く
ら
せ
、
平
和
、
民
主
圭
義
擁
嚢
助

、



⇔

論説

（
｝
）
G
●
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
統
一
凱
載
綿
い
」
（
牡
会
ぬ
書
二
房
）
三
σ
頁
」
｝
二
ご
貝

（
二
）
　
協
調
会
「
労
働
年
鑑
昭
和
八
年
版
」
九
四
頁
i
九
五
頁

ハ
三
）
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
九
三
頁

（
四
）
　
「
反
ヅ
チ
、
フ
ァ
ッ
ヅ
礼
義
砕
同
盟
」
に
つ
い
て
「
赤
旗
」
一
四
五
号
は
誤
っ
た
評
価
を
癒
し
、

　
　
ら
の
問
題
ば
殆
ん
ど
取
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

（
五
）

（
六
）

（
七
）

，
（
八
）

（
九
冒

一
四
七
号
で
自
己
批
判
し
た
が
噛
そ

の

1後
こ

れ

23、（1・88）88

徳
田
球
一
「
日
本
卿
産
党
三
十
周
年
に
さ
い
し
て
」
市
川
前
掲
書
所
収
八
頁

岡
野
・
山
本
「
日
本
の
共
産
主
義
者
へ
㊨
手
紙
し
（
一
九
三
六
年
コ
二
十
日
）
、

一
九
三
〇
年
豊
作
恐
慌
、
三
一
、
三
二
年
、
大
凶
作
、
三
三
年
、
再
度
の
豊
作
恐
慌
、
甘
三
四
年
目
風
水
害
、
旱
害
、
冷
害
に
よ
る
未
曽
有
の
凶
作

G
・
デ
ミ
ト
ロ
フ
前
掲
三
三
〇
頁

じ
黒
田
寿
夫
、
池
田
恒
雄
「
日
本
農
民
組
含
運
動
史
」
（
墨
壷
書
房
淵
一
五
九
頁
以
下
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
五
年
三
月
脱
稿
）

璽


